
 

 

令和６年度から全ての射水市立小中学校が、学校ボランティア（以後 学校ボラ）導入と

学校運営協議会（以後 運営協議会）設置により、「コミュニティスクール（以後コミ・ス

ク）」として教育活動をスタートしました。 ※中太小は、学校ボラを先行的に導入しています。 

「教育は学校の（先生の）仕事」と認識されがちだったものを、多様化する価値観、激変

する社会の動きに対応し「保護者や住民の意思や教育力を加えて」三者が一体となって「地

域の総意としての教育」を展開しようとする取り組みです。 

このたよりでは、学校ボラや運営協議会の動きなどに加え、子育てや教育に関する話題、

状況などもお伝えしてまいります。 

皆様のご意見もお待ちしております。  

 

これまでの活動報告  

１ 学校応援ボランティアについて  

１２月２０日現在、登録者３５人、学校から要請２６

件、延べ活動者７１人です。 

活動としては、地域探検の見守り、家庭科の調理や裁

縫学習、算数の算盤学習の補助、畑作りや収穫作業の協

力など多岐にわたります。 

先生方は授業の全体指導や進行を行い、ボランティア

はサポートが必要なグループや子どもの補助として活

動します。細かなところにも目が行き届き、学力向上や

安全確保に役立っています。 

協力いただいた方々は、学習の様子や個々の児童の発

達状況を理解でき、有意義な時間を過ごせたようです。

（右枠参照） 

 

２ 学校運営協議会について  

第１回目：４月２５日 

委員の委嘱、学校の教育計画についての質疑、そして

協議会の方向性について意見交換をしました。 

地域の代表で構成される「運営協議会」は学校から教

育計画の説明を受けるだけでなく「教育計画の承認」を

行います。「承認」をすることで、学校が地域の総意（教

育の意思）により運営されていくことになるので、学校だけに教育を任せるのではなく、

地域の子供たちのよりよい成長のために、住民として、地域として、できることを考え実

施することが今後の課題になるということを委員全員で共有しました。 

第２回目：６月１８日 

学校の教育計画の進捗状況の説明と質疑、地域の取り組みについて協議しました。 

中太小では年度当初に承認された教育計画に基づいて着実に指導が展開されているこ

とを確認しました。 

ボランティアの感想  

・子供たちが熱中して取り組み

ぐんぐん高まっていく姿を見

て嬉しかった。 

・先生の板書がわかり易かっ

た。子供たちも真剣に取り組ん

でいました。 

・児童からの挨拶でさわやかな

気持ちになった。 

・初めてカッターを扱う子が多

いので、多くの目で見守れてよ

かった。 

・先生のきめ細かい指導で、子

供たちは安全にカッターを使

うコツをつかんだようだ。 

・ミシン縫いにはやはり補助の

人が必要だと感じた。 

・散策中、花や虫など関心のあ

ることや知っている道などを

たくさん教えてもらい楽しか

った。 



現代社会の流れとして「個」を優先する傾向が強まっています

が、中太、南太両地域に於いても地域の親密さが薄れることによ

る子育てや教育についての課題が提起されました。 

学校だけで解決できない場合は、さまざまな相談先と連携して

解決に取り組む仕組みがあるそうです。 

子育てや教育相談の事例として、親や子が孤立し困っておられ

るケースがいくつもあるそうです。多くの委員から「中太小は信

頼に足る学校だと考える」との意見があり、そうした理解が広が

るように、委員はそれぞれの立場で地域に伝えるよう力を尽くし

ていこう、ということで意見が一致しました。 

また、（学校だけでなく、地域でも）集団で取り組むべきさま

ざまな活動の場に於いて「自己中心的な言動」が広がりつつあり、

それを危惧する意見も多数あり、地域でも注意を払っていく必要

があることを委員で共有しました。 

第３回目：１０月５日 

児童の言動の状況や「学力学習状況調査」について学校から説

明を受けました。まだ改善すべき点もあるとのことでしたが、教育活動が安定して展開

されているようです。特に、全教職員が「誰一人取り残さない教育」の実現に向けて、さ

まざまな方策を講じている事例が紹介されました。委員たちは納得すると共に、いっそ

うの努力を要請しました。 

協議では子どもたちの「粗野な言動」「メディア機器利用」について、地域を挙げて注

視していかねばならない状況にある、との共通認識に立ちました。 

状況や相手のこと（ＴＰＯ）を考えない言動が争いの原因となったり、他者を傷つけた

りすることになったりして、先生方が、時に保護者も交えて、幾度も長時間をかけて解決

しなければならないことも多々ある、ということがわかりました。 

また、電子機器やＳＮＳ等の利用については、子どもの精神や視力などに多大な影響

を与えているという各機関や研究者からの発表、報告が示され、それを与える保護者や

家族は十分に配慮をする必要がある、という意見が多くありました。 
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◎ たよりの名称「子育て三輪車」の理由は？ 

小中学校は「義務教育学校」です。 

この「義務」とは「子どもが学校に通う義務」ではなく、「父母

や保護者」が「教育を受けさせる義務」を指します。（右枠 参照） 

各ご家庭では、お子さんが自ら学び判断し正しく行動できる人

となるよう一生懸命に教育していらっしゃると思います。 

教育の「第一義的（根本となる）責任」は保護者にあり、学校（行

政を含む）、教師はそれを支援します。 

子どもがペダルを漕いで進むとき前輪（保護者）は子どもと一体

となって方向を示し、地面に力を伝えます。学校と地域二つの後輪

は、倒れないよう、方向を誤らないよう支えます。 

カメラの三脚、建物のトラス（三角の骨組み）構造等の三点支持

された物事は形が崩れにくく堅固です。保護者と学校、地域の三者

が力を合わせ、中太閤山小学校で、安定して良い教育が展開される

ようにとの願いを込め「子育て三輪車」と命名しました。 

 

教育基本法（抜粋） 

第五条  

国民は、その保護する子

に、別に法律で定めるとこ

ろにより、普通教育を受け

させる義務を負う。 

第十条  

父母その他の保護者は、

子の教育について第一義的

責任を有するものであっ

て、生活のために必要な習

慣を身に付けさせるととも

に、自立心を育成し、心身

の調和のとれた発達を図る

よう努めるものとする。  


